
児童生徒の
同居家族

児童生徒本人 取り扱い（対応）

ワクチン接種
出席停止

ワクチン接種後の副反応による
発熱や体調不良

　　　　　　　　　出席停止
※症状消失後、登校可。

発熱・風邪症状あり
　　　　　　  出席停止
※（原則病院受診やPCR検査を実施し、医師や保健所
の指示に従う）

①抗原定性キットを使用し陰性が出た場合でも、症状
がある間は自宅で休養し、症状がなくなってから登校
する。

陽性
　　　　　　  出席停止
※保健所の指示がない場合は陽性者自身で、体調等を
確認して療養期間の判断を行う。

※同居家族に陽性者がいても本
人が解除後、登校可能 有症状の場合

発症日から７日間経過し、かつ、症状軽快後24 時間
経過した場合には８日目から解除を可能とする。
無症状の場合
・検体採取日から７日間を経過した場合には８日目に
療養解除を可能とする。
・加えて、５日目の検査キットによる検査で陰性を確
認した場合には、５日間経過後（６日目）に解除を可
能とする。

風邪症状あり 発熱・風邪症状なし 　　　　　　　　　出席停止
※同居家族の風邪症状が消失するまで

濃厚接触者の扱い
発熱・風邪症状なし

　　　　　　　　　出席停止
※同居家族の出勤、登校等が可能になれば児童生徒本
人も登校可能

※出席停止や出勤停止等の外出制限がある

陽性 濃厚接触者 　　　　　　　　　出席停止
※原則として保健所の指示に従う。

※家庭内での感染対策を講じる
ことができない場合は、家庭内
の感染者が解除後、右記の①か
②を経て登校可能

①当該感染者の発症日（当該感染者が無症状の場合は
検体採取日）、又は当該感染者の発症等により住居内
で感染対策を講じた日のいずれか遅いほうを0日目と
して、５日間は出席停止。6日目から登校可能。

②最終接触日から２・３日目の抗原キット検査が両日
とも検査陰性の場合３日目から登校可能。

同居家族以外
（学級・学童
・部活動等）

児童生徒本人 取り扱い（対応）

陽性
感染リスクが高い場面で
接触なし(無症状)

学級内等で感染が広がっていない場合は登校可能
(PCR検査等を実施した場合、検査結果が出ていなく
ても登校が可能)

学級内等で感染が広がっている場合

感染リスクが高い場面で
接触あり(無症状)

　　　一定期間の学級閉鎖、出席停止
※PCR検査の結果が判明するまで、または
　最終接触日の翌日から5日間経過した後登校可能

新型コロナウイルス感染症関連で欠席した場合の取り扱いについて⑤

新型コロナ感染症関連で学校を欠席した場合の取り扱いを以下のとおりとします。判断に迷う場合については、学校に
相談してください。

　　　　        令和４年９月１４日　沖縄市教育委員会

感染リスクが高い場面・・・①感染対策を行わず飲食を共にした（給食を除く）②大声や飛沫の飛ぶ会話をマスクなし
で行う③合唱、屋内マスクなしで接触度の高い体育や部活動④学童、塾、スポーツクラブでの接触など

①学校内で濃厚接触者の特定はしません。

②同一の学級内において3名以上（同時期）の児童生徒等の感染が判明した場合は学級閉鎖となります。

③症状がある場合には、速やかに医療機関への受診、軽症の場合は抗原定性検査キットによる検査を行って下

さい。（陰性が出た場合でも症状が消失するまでは出席停止）

※抗原キットは薬事承認（医療用）を使用すること。

④同居家族に陽性者がいる場合、家庭内での感染症対策をお願いします。


